
第
三
百
六
十
三

回

青
葉
会

〈
顧
問
〉

〈
選

者
〉

〈
出

席

者
〉

〈
投

句
〉

〈
紙

上

選

句
〉

《
互

選

句
》

人

点

六 七

点 点

五
点

四

点

三

点

、

平

成

二

十

八

年

六

月

二

十

三

日

（

木
）

午
后
五
時
半
～

八
時
半

丸
紅
来
客

食
堂

（
談

話
室
）

☆

川

合

万

里

子

先

生

⑥

川

口

孤

舟

今

井

紀

久

男

大

林

猛

柿

暗

忠

彦

川

口

孤

舟

久

米

五

郎

太

豊

田

ゆ

た

か

中

野
一

灯

山

崎

亜

也

山

内

天

牛

伊

賀

山

そ

ら

お

後

藤

保

明

小

西

弘

子

小

早

健

介

朱

牟

田
恵

洲

土

谷

堂

哉

古

田

昇

宮

内

規

雄

渡
邊
盛
雄

赤

田

堅

安

部

眞

希

子

小

川

恭

延

楠

田

彦

十

庄

司
龍

平

高

橋

敏

郎

早

川

允

章

福

島
正

明

村

田

く

に

子

山

本
三

恵

夕

焼

や

路

地

に

チ

ョ

ー

ク

の

ド

ラ

え

も

ん

孤

舟

（

眞

・

忠

・

彦

・

敏

・

ゆ

・

灯

・

亜

・

天
）

☆

◎

パ

ナ

マ

帽

ひ

ょ

い

と

摘

（
つ
ま
）

み

し

會

釈

か

な

亜

也

（

万

・

孤

・

五

・

灯

・

允

・

正

・

〈

・

天
）

（
☆

…

中

七

の

描

写

が

軽

快

で

夏

ら

し

い
）

☆

◎

膝

で

漕

ぐ

熊

笹

の

径

青

嵐

一

灯

（

猛

・

万

・

孤

・

五

・

敏

・

亜

・

三
）

☆

嗅

（
か
れ
）

声

の

夏

維

子

横

切

（
よ
ぎ
）

る

青

梅

線

紀

久

男

（

眞

・

忠

・

万

・

ゆ

・

灯

・

允
）

（
☆

…

「

腹

声
」

と

い

う

焦

点

を

よ

り

際

立

た

せ

た

い

の

で

「

夏

推

子

の

噴

声

…

」

で

は

？
）

☆

朝

焼

け

や

海

も

ろ

と

も

に

網

を

曳

く

孤

舟

（
恭

・

万

・

灯

・

允

・

正

・

三
〉

（
☆

…

「

曳

く
」

↓

「
曳

き
」

。

終

止

形

止

め

に

す

る

と

句

の

活

力

が

失

せ

る

の

で

連

用

形

で

は

如

何

か

？
）

☆

己
が

影

蹴

り

つ

つ

進

む

あ

め

ん

ぼ

う

全

☆

壬

生

狂

言

さ

わ

り

で

ひ
た

止

む

団

扇

音

保

明

（
五

…

季

重

な

り

？

灯

…

「
ひ

た

止

む
」

↓

「

ひ

た

と

止

む
」

で

は

？
）

☆

幸
せ

の

便

り

友

か

ら

さ

く

ら

ん

ぼ

猛

（

☆

…

桜

桃

の

贈

物

と

は

ま

こ

と

に

幸

せ

な

便

り

で

す

こ

と

１１
・）

☆

鰹

づ

く

し

今

宵

の

酒

は

止

（
と
）

め

難

し

☆

梅

雨

空

や

選

挙

の

ポ

ス

タ
ー

皆

笑

顔

（

☆

…

三

段

切

れ

に

な

ら

な

い

よ

う

に

「

や
」

↓

「

の
」

。

中

七

☆

紫

陽
花

の

風

と

な

る

ま

で
ペ

ダ

ル

漕

ぐ

（

☆

…

「

漕

ぐ
」

↓

「

漕

ぎ
」

）

☆

母

の

忌

や

天

牛

（
か
み
き
り
）

の

斑

（
ふ
）

の

美

し

き

弘

子

（

☆

…

「

母

の

忌
」

と

「

天

牛

の

斑
」

の

所

縁

（
ゆ
か
り
）

を

知

り

た

い
）

☆

◎

青

藍

の

陰

の

釣

り

人

動

か

ざ

る

堂

哉

☆

お

れ

お

ま

え

呼

び

合

ふ

仲

間

青

き

梅

ゆ
た

か

（
☆

↓

「

俺

お

前

と

呼

合

ふ

仲

間

梅

青

し
」

）

☆

目

と

眼

合

ふ

鹿

は

遠

目

に

夏

の

雲

全

（
☆

↓

「

夏

雲

や

遠

見

の

鹿

と

目

と

眼

合

ひ
」

）

オ

バ

マ

大

統

領

広

島

訪

問

慰

霊

碑

に

お

り
立

つ

双

鶴

風

薫

る

☆

◎

夜

振

火

の

真

闇

揺

ら

せ

り

瀬

の

水

音

（
み
お
と
）

（
☆

↓

「
夜

振

火

の

揺

ら

す

真

闇

や

瀬

音

急
」

。

「
せ

り
」

☆

五

月

雨

や

疎

ま

し

く

て

も

待

ち

い

た

り

猛

（
☆

…

中

七

か

ら

下

五

は

「
五

月

雨
」

へ

の

情

感

で

あ

ろ

う

か

？
）

◎

短

夜

や

夢

見

重

ね

て

白

々

と

全

は

な

子

逝

く

青

葉

の

揺

れ

る

吟

行

日

忠

彦

☆

時

間

か

け

漢

方

煮

出

す

梅

雨

の

夜

五

郎

太

☆

中

華

街

楼

門

の

朱

に
夏

兆

す

恵

洲

（
☆

↓

「
楼

門

の

朱

に

夏

兆

す

中

華

街
」

）

（

眞

・

猛

・

万

・

ゆ

・

三

）

（

堅

・

猛

・

正

・

く

・

亜
）

（

堅

・

忠

・

万

・

彦
）

糎 霧全
ポ

　 　 　

万 多 眞 堅
’

ｉ
° ’

ゆ 一 猛 紀
● ） ● ０

正 万 万

三 く 允） ） ）

（

万

・

五

・

允

二
二
）

（

万

・

孤

・

五

・

ゆ
）

（

万

・

五

・

彦

・

龍
）

（

恭

・

万

・

彦

・

敏
）

軋
１灯全

鐘亟亟
け

万 眞
た

と） 彦 紀

主壷
） ）

（

紀

・

万

・

龍
）
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二

点

一

点

☆

盲

導

犬

主

従

に

譲

る

テ

ラ

ス

席

恵

洲

（
紀

・

万

・

く
）

（
☆

…

上

五
↓

「

盲

導

犬

の
」

）

☆

◎

カ

ヤ

ッ

ク

の

擢

の

飛

沫

や

青

葉

光

一

灯

（
万

・

孤

・

彦
）

☆

夏

草

や

天

に

移

ろ

ふ

熊

本

城

盛

雄

（
堅

・

忠

・

万
）

（

☆
…

「

天

に

移

ろ

ふ
」

城

と

は

ど

ん

な

描

写

で

あ

ろ

う

か

？

季

語

の

夏

草

と

の

所

縁

は

？
）

☆

百

合

の

香

を

閉

じ

込

め

棺

の

蓋

と

ざ

し

・
（

☆
↓

「

百

合

の

香

を

籠

め

て

棺

の

蓋

閉

ざ

し
」

ジ

ャ

マ

イ

カ

の

Ｔ

シ

ャ

ツ

羽

織

る

梅

雨

晴

間

☆

雨

滴

（
あ
ま
し
つ
く
）

紫

ピ

ン

ク

紫

陽

花

の

五

月

闇

長

き

御

堂

の

千

体

仏

永

禄

と

刻

む

灯

籠

苔

の

花

（
春
日
大
社
）

☆
◎

高

み
よ

り

総

身

と

よ

も

す

滝

の

音

（
☆

…

「

総

身
」

↓

「
総

身

に
」

）

☆ ☆☆☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆ ◎ ☆ ☆☆

一

句

の

中

に

そ

ら

お

（
万

・

く
）

「

閉

じ
」

の

同

意

語

を

二

度

使

わ

な

い

こ

と
）

五

郎

太

（
龍

・

天
）

保

明

（

万

・

龍
）

堂

哉

（
彦

・

五
）

ゆ

た

か

（
亜

ニ
ニ
）

一

灯

（

万

・

孤
）

薫

風
や

子

等

駆

け

回

る

わ

が

団

地

規

雄

稚
鮎

揚

ぐ

苦

味

か

ら

り

と

鼻

に

抜

く

亜

也

（
☆

…

「

抜

く
」

↓

「
抜

け
」

）

飴

湯

買

ひ

瀬

戸

を

眺

め

つ

渡

船

待

つ

（
丸
亀
）

全

田
舎

か

ら
一

月

お

く

れ

と

綜

来

る

天

牛

（

☆

…

「

お

く

れ

と
」

↓

「

後

（
お
く
）

れ

の
」

）

布

製

の

バ

ケ

ツ

の

中

に

蟹

や

貝

．

全

綜

来

た

か

九

十

六

の

叔

父

の

声

全

紫

陽

花

や

シ

ヤ

ン

ソ

ン

唱

い

ポ

ス

ト

ま

で

全

汚

（
け
が
）

れ

な

き

山

田

の

蛍

ふ

ぶ

き

か

な

盛

雄

（
☆

↓

「
清

ら

か

な

…

」

。

俳

句

は

超

短

詩

な

の

で

上

五

に

「

汚

れ
」

「
爽

樹
」

創

刊

五

周

年

記

念

祝

賀

会

首

都

圏

に

勢

（
き
お
）

ふ

結

社

の

祭

か

な

青

葉

風

オ
バ

マ

の

折

鶴

喜

ば

れ

風

薫

る

手

つ

な

ぐ

二

人

は

中

高

年

毛

虫

取

る

妻

は

乙

女

に

戻

り

け

り

蜻

蛾

（
な
め
く
じ
）

は

命

の

湿

り

あ

り

に

け

り

宿

と

れ

し

祭

で

会

お

う

と

メ
ー

ル

出

し

落

し

文

少

子

化

進

む

身

の

回

り

同

じ

日

の

緑

を

見

た

の

か

「

は

な

子
」

逝

く

（
☆

↓

「
緑

蔭

を

吟

行

中

に

「
は

な

子
」

逝

き
」

）

挨

拶

し

な

ほ

去

り

行

か

ぬ

揚

羽

蝶

夏

座

敷

伏

見
の

酒

に

世

を

忘

る

夏

木
立

煤

け

し

回
廊

二

月

堂

籐

椅

子

に

寝

て
楽

園

の

鳥

の

こ

ゑ

（
バ

リ
島
）

白

南

風

（
し
ろ
は
え
）

の

夢

の

ギ

フ

ト

や

星

の

砂

薫

風

に

家

を

出

で

来

し
老

夫

婦

凌

香

花

（
の
う
ぜ
ん
か
二

局

速

脇

に

な

だ

れ

け

り

コ

ン

ビ

ニ

に

甘

酒

あ

り

て

味

や

さ

し

梅

雨

激

し

完

全

防

備

で
ご

み

を

出

す

耳

も

と

に

不
気

味

な

羽

音

夏

は

来

ぬ

紀
久
男

全
忠
彦

△⊥
孤
舟

五
郎
太

全
弘

子

健
介

全
ゆ

た

か
昇全

規
雄

亜
也

天
牛

盛
雄

（

万

・

敏
）

（

万

・

灯
）

（ （

万 万

ゆ 天） ）

鐘芳芳芳芳

窪鱒 麗
じ
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●

次

回

青

葉

会
七

月

二

十

八

日

（
木
）

▲

当

季

雑

詠
五

句

八

月

二

十

五

日

（
木
）

午

后

五

時

半

か

ら

八

時

半

投

句

二

句

午

后

五

時

半

か

ら

八

時

半

丸

紅

コ

ン

チ
エ

ル

ト

（
談

話

室
）

丸
紅

コ

ン

チ

エ

ル

ト

（

バ

ン

ケ

ッ

ト

ル

ー

ム
）

以
上

文

責

紀

久

男

塾



平

成

二

十

八

年
六

月

句

会

報

今

回

は

天

牛

さ

ん

以

下

９

名

出

席
。

投

句

も

９

名
。

万

里

子
先

生

か

ら

頂

戴

し

ま

し

た

絵

葉

書

（
梅

雨

見

舞
、

は
な

一

子

召

天

の

こ

と

等
）

や

「
爽

樹
」

五

周

年

記

念

の

①

祝

賀

会

式

次

第
、

②

「
合

同

句

集
」

、

③

前

代

表

小

山

徳

夫

の

句

集

「
春

港
」

、

④

『
酒

を

詠

む
』

俳

句

大

会

入

選

句

等

を

回

覧

し

乍

ら
、

丸

紅

ビ

ル

建

替

え

に

よ

る

句

会

場

探

し

な

ど

話

題

に

し

つ

つ

開

始
。

御

覧

の

よ

う

に
、

選

者

の

孤

舟

さ

ん
、

転

職

さ

れ

る

亜

也

さ

ん
、

ヴ

エ

テ

ラ

ン

の

一

灯

さ

ん
、

進

境

著

し

い

猛

さ

ん

が

好

成

績

で

し

た
。

最

後

に

亜

也

さ

ん

の

御

栄

転

を

祝

っ

て

コ

ン

チ

エ

ル

ト

お

薦

め

の

「

モ

エ

シ

ヤ

ン

ド

ン

ア

ン

ペ

リ

ペ

ア

ル
」

で

乾

杯
。

打

ち

上

げ

ま

し

た
。

二

関
係
者
近
詠

天

心

の

春

月

へ

校

歌

も

て

別

れ

新

緑

や

草

は

濃

緑

木

は

淡

緑

墨

堤

の

葉

桜

閑
か

深

呼

吸

老

桜

の

実

降

る

や

母

校

の

通

用

門

上

水

へ

ぎ

し

ぎ

し

枝

垂

れ

余

震

ま

た

点

り

合

ふ

枝

垂

れ

ミ

モ

ザ

と

街

路

灯

孫

ほ

ど

の

若

き

主

治

医

と

夕

長

し

花

便

り

新

人

ア

ナ

に

ふ

と

詑

り

妻

と

並

む

未

信

徒

の

夫

復

活

祭

志

士

の

路

地

名

の

み

が

生

き

て

犬

ふ

ぐ

り

鱒

り

や

五

拾

五

貫

目

力

石

自

転

車

に

髭

れ

か

か

ら

れ

痩

せ

騨

濁

川

二

つ

越

え

て

頼

み

に

花

曇

喧

喚

の

果

て

し

お

ぼ

ろ

や

魚

市

場

菜

の

花

の

黄

に

濃

淡

の

無

か

り

け

り

髪

し

ぼ

る

海

女

の

腋

毛

の

う

す

き

こ

と

膝

の

児

の

は

に

か

み

愛

（
か
な
）

し

磯

焚

火

も

の

問

へ

ば

海

女

三

人

の

安

房

詑

昼

の

部

は

ね

春

眠

中

の

楽

屋

か

な

柳
亭
市
馬
独

演
会

花

よ

そ

に

聴

き

入

る

高

座

人

形

町

朝
ざ

く

ら

法

事

日

和

と

な

ご

や

か

に

ー

「

萬

緑
」

ー

七

月

号

ア

メ

リ

カ

の

一

歩

踏

み

出

す
広

島

忌

父

の

日

や

黄

色

き

薔

薇

の

宅

配

便

万
里

子

全全全全全全
眞

希
子

全弘

子

全全全青
史

全全全
紀

久

男

全 全堂 昇
哉

戯

れ

に

風

船

買

ひ

て

も

て

余

す

Ｉ

Ｎ

Ｈ

Ｋ

ラ

ジ

オ

ー

四

月

放

送

葉

桜

や

早

や

そ

れ

ら

し

く

新

首

相

ー

Ｎ

Ｈ

Ｋ

ラ

ジ

オ

ー

六

月

放

送

こ

ろ

こ

ろ

と

雨

を

喜

ぶ

青

蛙

若

楓

み

ど

り

映

れ

る

稚

（
や
や
）

の

顔

山

火

事

と

見

紛

ふ

ば

か

り

大

夕

焼

五

月

雨

や

山

懐

の

大

伽

藍

通

夜

帰

り

も

居

て

何

は

さ

て
ビ

ー

ル
哉

七

変

化

変

化

（
へ
ん
げ
）

以

前

の

無

垢

を

愛

づ

甚

平

や

無

事

こ

れ

名

馬

を

旨

に

し

て

事

故

現

場

に

小

さ

き

花

束

梅

雨

に

入

る

ー

「

大

鉄

会
」

－

六

月

丹

波

路

の

車

窓

燦

々

柿

若

葉

愁

ひ

さ

へ

蒸

発

せ

ん

か

五

月

晴

五

月

雨

も

ま

た

良

き

か

な

と

老

朋

友

地

震

あ

と

の

軒

下

探

る

夕

燕

鐘

の

音

の

梅

雨

に

湿

り

し

東

寺

か

な

産

土

の

青

葉

に

用

足

す

幼

（
お
さ
な
）

か

な

ー

き

さ

ら

ぎ

句

会

６

月

ー

世

界

と

は

私

の

世

界

泉

湧

く

更

衣

タ

グ

に

は

日

本

製

と

あ

り

夏

草

や

押

し

込

め

ら

れ

て
ゐ

る

野

性

ソ
プ

ラ

ノ

の

発

声

練

習

梅

雨

晴

間

恵

洲

西
村
和
子
選

全全 全 全 恵 全 全 全 允

洲 章
盛

雄

健

介

紀
久

男

盛

雄

健

介

紀

久

男

全 全 全 正
明

三

恵

洲

さ

ん

お

薦

め

の

又
吉

直

樹

・

塚

本

裕

樹

「
芸

人

と

俳

人
」

図

書

館

で

読

み
、

寝

（
い
ね
）

積

む

や

追

手

は

象

に

噛

ま

れ

を

り

狂

人

は

常

人

と

な

る

踊

り

か

な

血

縁

の

讃

美

歌

ひ

び

く

霜

夜

か

な

父

の

足

裏

に

福

笑

ひ

の

目

爪

切

り

と

消
ゴ

ム

競

ふ

絵

双
六

朦

朧

と

歓

声

を

聞

き

浅

姻

汁

静

寂

は

爆

音

で

あ

る

花

吹

雪

古

（
い
に
し
）

え

の

霊

か

も

知

れ

ぬ

黒

揚

羽

平

成

二

十

八

年
七

月

九

日

成

程

面

白

く

参

考

に

な

り

ま

し

た
。

全 全 全 癌

（

集

英

社

２

０

１

５

／

５

／

３

０

￥

１

好

句

を

抄

出

し

て

み

ま

し

た
。

寂

々

と

柿

の

葉

鮨

の

葉

を

重

ね

紙

魚

（
し
み
）

の

ぼ

り

つ

め

て

天

金

崖

な

せ

り

投

扇

の

ご

と

く

蟷

螂

飛

び

に

け

り

木

枯

や

こ

こ

ろ

の

涯

の

一

樹

ま

で

南

風

を

聴

き

尽

さ

む

と

岬

か

な

猫

じ
や

ら

し

海

風

じ
や

ら

す

ば

か

り

な

り

新

刊

の

栞

ひ

も

引

く

淑

気

か

な

パ

イ

プ

椅

子

ば

た

ば

た

た

た

ま

れ

て

お
ぼ

ろ

－

３

０

０
）

全 全 全 全 全 全 全
裕
樹

紀
久
男
記


